
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホームたのしい家四條畷

目標達成計画 作成日：令和2年11月16日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

コロナ禍の影響もあり、屋外に出かける事がな
く、室内で過ごすことでストレスが溜まっている

少しでも外気を感じて頂き室内でのイベント
などを充足させる

季節感を感じて頂くよう外気浴の実施やドライ
ブ、室内でのイベントの多様化を行なっていく

6ヶ月

2 20

コロナ禍のためご家族との面会など制限がある ご利用者様の状況が分かるように関係継続
の支援を行う

オンライン面会の取り入れ、連絡帳の記載やイ
ベントでの写真の送付など状況報告を工夫す
る 6ヶ月

3 35

災害時対策の周知の徹底を行う 地震と火災に備えた避難方法を職員間で共
有する。

・地震や火災時のマニュアル・ハザードマップを
職員間で確認を行う。
・地域住民の方たちに協力して頂ける関係作り
を行う

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


